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最
市
羽
岡
傑
款
及
ぴ
廿
一
〈
分
抑
制

_.....、
ノ、

A

V

J

 

7

別

し

た

れ

r
も
、
之
を
円
以
℃
最
恵
岡
俊
款
中
傑
件
を
云
々
す
る
依
款
は
、
一
般
的
保
款
に
限
る
も

の
I
乙
説
解
す
可
、
わ
ら
ず
G

回
よ
λ
y
我

悩
7
乙
諸
外
側
附
1

乙
の
倹
約
中
に
は
、
一
般
的
保
款
以
外
、

ωち

特

別

的

保

款

中

に

は

絡

へ

℃

之

を

見

皆

、
b
w
c
れ
ど
も
、
外
岡
悶
の
佼
約
中
に
は
、
共
例
必
ず
し
も

例

へ

ば

英

協
l

乙
墨
画
再
1
9
」
の
問
の
現
行
通
商
航
海
保
約
第
二
僚
に
は
、
我
日
英

乏
し
が
ら
ず
。

依
約
第
十
五
俊
之
殆
'
と
同
文
の
一
般
的
最
惑
閣
僚
款
を
規
定
す
る
上
に
、
夏
代
其
第
四
僚
に
於

℃
、
航
船
、
貨
物
の
取
扱
に
闘
し
相
瓦
に
最
恵
闘
の
待
遇
乞
典
ふ
可

3
特

別

的

最

恵

凶

保

放

k
設

け
た
る
共
求
項
代
、

Pι'"い守、-町 寸‘.一バa日 ..•.. 
}、一!、 6

溺
締
胤
凶
ノ
一
方
司
リ
第
一
一
一
凶
ニ
一
詐
胤
ハ
ス
ー
ヘ
キ
え
律
事
羽
一
一
閥
ス
ル
一
切
ノ
殊
巡
法
制
ρ
免
除
若
川
英
他
航
海
一
一
関
ス

w
一
一
切
ノ
特
典
内
即
時
江
傑
件

チ
附
セ
ス

V

テ
他
方
一
一
詐
興
セ
一
ソ
市
川
ジ

i
L
附
記
し
℃
、
佼
件
を
附
せ
診
る
ぽ
を
切
に
し
た
る
は
、
郎
ち
特
別
的
保
款
中
に
も
、
亦
依
件
の
こ

と
を
規
定
す
る
も
の
わ
る
の
一
例
な
か
。

放
に
余
が
愛
に
一
般
的
保
款
の
み
を
右
一
一
一
一
制
に
同

別
し
允
る
は
、
明
か
不
信
の
識
を
見
、
が
れ
診
る
如
く
な
れ

r
も
、
余
は
唯
だ
我
現
行
の
げ
浪
商
に
準

総
し
℃
、
始
く
此
分
類
訟
を
附
川
ゆ
る
の
み
。

。
英
図
の
財
政
難

一
千
九
百
年
の
総
選
患
に
際
し
℃
傑
に
二
名
の
砂
川
越
お
を

出
す
に
過
ぎ
な
か
っ
た
英
樹
労
働
誌
は
一
千
九
百

O
六
年

の
総
選
禁
に
は
一
躍
三
十
名
の
多
数
十
乞
出
す
に
去
っ
た
。

蒐
し
一
千
九
百

O
一
一
一
年
代
八
十
一
名
の
多
数
少
『
出
し
ブ
一

千
九
百

O
七
年
に
俄
に
四
十
一
一
一
名
に
降
っ
た
梢
滋
の
枇
命
日

民
主
然
tr-
好
仰
の
コ
シ
ツ
フ
ス
ト
ど
な
し
℃
ゐ
る
。
然
も

英
側
一
枇
命
門
主
義
の
危
険
は
自
ら
峨
労
働
浪
!
乙
榔
し
、
或
は
自

ら
枇
命
日
中
一
義
を
娯
勝
し
℃
立
つ
人
々
の
増
加
に
在
る
の
で

は
な
く
て
、
批
命
H

主
義
を
非
難
し
攻
撃
し
兆
撲
滅
ど
希
昭
一

し
入
信
闘
し
つ
〉
み
の
る
人
々
の
間
代
共
激
化
弘
布
の
力
配
布

す
る
の
鮎
に
在
る
の
で
ゐ
る
。
彼
等
は
向
ほ
依
然
ー
に
じ
℃

非
枇
命
日
・
主
義
を
唱
道
し
つ
〉
わ
る
問
に
某
言
動
は
何
時
と

は
な
し
に
枇
合
主
義
の
理
論
に
か
え
れ
℃
行
く
。
枇
A
M
H

主

義
営
攻
撃
す
る
其
論
擦
は
反
っ
て
枇
曾
宇
一
義
的
と
な
っ
て

〈
ゐ
る
。
一
枇
合
主
義
の
後
述
に
帆
到
し
て
防
戦
す
可
う
最
も
略

闘
な
る
城
忽
は
下
院
地
中
産
階
級
で
あ
る
。
…
枇
合
中
.
義
者
の

或
者
は
川
W
A
Y
に
賦
鰍
の
以
下
パ
4
V
H
}

以
て
此
龍
一
平
を
般
漉
せ
ん
と

試
ひ
る
の
で
あ
る
、
英
闘
の
一
枇
合
主
義
者
、
殊
に
ア
広
.
ピ

ア
ジ
、

y
サ
ギ
ナ
!
の
一
蹴
の
如
舎
は
斯
く
の
如
吉
川
釧
劣

喝

言キ
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高

縮

減

お

'

l

'

1

1

h川

l

-

-

s

p

y

-

J

資
っ
た
来
授
に
は
必
ず
識
が
若
く
c

資
本
主
義
の
上
に

築
か
れ
た
現
今
の
赴
併
も
絡
に
一
枇
合
主
義
1
乙
紛

λ
思
し
い

識
の
餌
食
I
乙
な
ら
え
t
乙
し
て
ゐ
る
。
「
松
前
の
限
に
は
む
前

の
商
氏
、
が
繁
昌
す
る
様
に
市
場
も
胞
質
で
わ
る

tι
見
え
る

で
あ
ろ
う
、
然
し
一
九
日
凶
の
革
命
的
混
勤
は
日
々
其
勢
乞
港

う
じ
っ
〉
わ
る
で
は
な
い
か
、
気
ど
若
け
給
へ
、
品
は
来
賓

の
内
に
殺
生
し
た
、
糠
℃
破
裂
の
時
機
が
到
来
す
る
で
わ

ろ
う
。
L
I」
広
ミ

l
y
、
グ
ヌ
は
モ

1
ゼ

Y
の
口
を
俗
λ

ソ℃

ナ
ポ
レ
オ
シ
一
一
一
般
λ

中
一
椛
附
代
の
偽
蘭
闘
を
戒
め
℃
ゐ
る
。

今
日
に
炉
、
て
は
仰
駒
前
乞
首
と
し
て
大
陸
の
枇
食
主
義
は

殆

r業
経
法
の
頂
貼
を
越
し
℃
此
後
の
大
挺
瓜
を
輸
防
相
泌
す

る
之
は
出
来
山
村
0

・
鵡
は
が
峡
-K
波
つ
允
。
乙
れ
や
り
枇
曾

主
義
一
之
の
判
官
闘
に
入
ら
ん
之
ず
る
も
の
は
英
闘
で
あ
る
。

一砕

副長
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を
放
て
せ
料
、
彼
等
は
巧
妙
な
る
一
一
一
一
口
僻
を
売
し
て
、
彼
等
大
織
内
書
ロ
イ
ド
ヂ
ヨ
!
ヂ
氏
は
二
ず
五
百
七
十
六
践

が
勢
働
者
時
級
1

乙
其
利
容
を
共
に
し
つ
〉
あ
る
を
き
J¥

二
千
-
磁
を
議
合
代
要
求
し
た
。
而
し
℃
兆
四
分
の
三
は
設

鋭
諒
彼
等
な
改
宗
せ
し
め
ん
之
企
℃
〉
居
る
。
自
由
農
民
老
年
金
の
増
加
に
悲
(
も
の
な
λ

り
と
侍
へ
ら
れ
℃
ゐ
る
ん

を
有
せ
な
る
英
闘
に
し
て
共
限
一
の
域
保
一
一
た
る
下
府
中
産

J

是
質
収
自
由
採
が
州
労
働
総
と
手
を
携
へ
℃
政
桃
代
一
近
け
る

階
級
の
人
民
が
枇
全
去
殺
に
謝
し
て
白
一
肢
を
掲
げ
た
時
一
必
然
の
結
果
で
ゐ
る
。
一
台
。
英
樹
人
士
の
邸
側
仰
に
知
ら
ず

は
、
正
に
一
大
事
の
秋
に
笠
宿
し
た
も
の
I

乙
部
は
守
φ

を
一
介
、
枇
食
中
一
義
の
溜
一
献
の
設
問
し
た
必
然
の
結
果
で
わ

絡

な

い

。

一

る

。

自
由
裁
は
峨
労
働
誌
の
カ
ケ
一
俗
b
℃
統
一
銭
を
倒
し
た
。
一
支
出
増
加
の
第
二
は
二
百
八
十
二
高
械
の
制
就
航
設
で
あ

此
笹
川
識
が
長
く
其
勢
力
を
失
殴
せ
公
ら
ん
と
之
を
期
す
一
る
。
英
凶
に
於
け
る
海
軍
機
張
熱
ム
ん
縫
の
庇
様
似
凶
は
獅

る
に
は
、
M
労
働
然
I
r
」
恒
に
手
を
携
え
歩
間
を
共
に
し
な
け
一
議
の
刺
激
K
在
る
乙
之
勿
論
で
あ
る
。
然
も
其
桜
庇
に
は

れ
ば
な
ら
ぬ
。
自
由
誌
は
汲
々
と
し
て
労
働
黙
の
廿
心
を
一
食
料
品
一
切
の
供
給
乞
外
闘
に
仰
ぎ
つ
〉
わ
る
兆
附
ペ

授
は
ん
乙
'
と
を
是
努
め
て
ゐ
る
1

枇
合
主
義
的
の
臭
味
ル
ニ
有
力
な
る
が
軍
側
之
の
開
戦
の
結
果
之
し
℃
英
樹
滋
を
総

梢
ぺ
る
桧
-
案
の
議
苧
ピ
通
過
す
る
と
F
J
金
々
多
か
ら
ん

tι

一
た
れ
た
る
後
の
惨
惚
た
る
光
永
堂
想

λ
の
悩
が
消
ん
で
ゐ

す
る
は
赴
が
矯
め
で
あ
る
。
同
家
一
枇
合
に
制
到
し
て
支
燃
す
…
る
。
政
治
的
批
命
的
の
革
命
に
は
必
ず
飢
餓
が
共
大
派
閥

る
所
多
色
」
ι
有
殺
な
る
人
々
の
所
得
を
脊
つ
℃
、
倒
家
一
枇
命
日
…
の
一
を
な
し
て
居
る
。
銀
資
銀
硲
い
の
食
民
階
級
、
が
信
裕
な

の
厄
介
物
処
能
無
殺
の
長
物
を
誌
は
y

九
止
す
る
の
似
向
は
ー
る
市
民
階
級
に
向
っ
て
突
進
す
る
の
は
此
時
で
わ
る
0

・倫

悲
し
く
其
勢
を
柑
加
し
て
来
た
。
英
附
近
時
の
財
政
難
は
款
は
設
に
佐
官
の
巴
虫
た
ら
ん
1
乙
す
と
の
憂
苦
が
各
人
の

蓋
し
鼓
に
基
闘
す
る
所
削
る
大
な
F
9
1
乙
苅
ふ
可
ろ
」
で
わ
胸
初
に
在
る
h

ぐ
ら
で
わ
る
。

る
。
新
年
肢
に
於
け
る
珠
算
の
不
足
を
補
は
ん
が
殺
め
に
而
し
℃
英
凶
政
府
が
此
不
足
填
補
の
財
・
似
Iι
し
℃
滋
F
A

73 

人
士
は
一
克
よ
t

リ
這
般
の
い
長
銀
を
有
す
る
も
の
で
な
い
。
彼

等
は
租
殺
に
関
す
る
別
仰
の
山
中
説
乞
布
し
て
ゐ
る
。
彼
等

は
課
税
の
総
滋
・
を
負
僚
の
丸
公
平
に
殻

3
限
界
的
戦
牲
の
等

一
に
世

3
、
自
己
が
某
純
の
課
税
を
主
張
す
る
は
純
然
た

る
財
政
上
の
目
的
に
採
る
も
の
に
し
℃
、
決
し
℃
一
枇
命
日
上

枇
合
主
義
の
目
的
は
土
地
之
生
産
資
本
を
一
般
人
民
の
の
理
由
に
恭
く
も
の
に
ゐ
ら
ず
と
信

b
な
が
ら
、
彼
等
は

手
代
移
す
に
ゐ
λ

ソ
、
而
し
て
此
日
目
的
を
治
す
る
の
、
訟
は
二
次
第
々
々
に
一
枇
命
日
主
義
者
の
主
張
に
一
致
し
つ
〉
ゐ
る
の

つ
で
あ
る
。
一
は
市
有
及
び
凶
布
で
あ
っ
て
他
は
課
税
で

J

勺
わ
る
。
人
は
ア
エ
ピ
ヤ
ン
、
ソ
や
ノ
旦
チ

1
の
凶
税
改
革

わ
る
。
枇
釘
主
義
者
の
限
に
快
ず
る
机
枕
は
単
に
信
者
と
な
案
を
峨
笑
を
以
℃
辿
へ
℃
わ
る
が
、
然
も
彼
等
が
年
々

中
産
階
級
乞
食
窮
な
ら
じ

U
る
手
段
に
、
必
ぎ
ね
。
彼
等
は
賛
同
し
通
過
せ
し
り
る
珠
算
案
は
歩
一
歩
凶
拾
に
向
っ
て
…
泡

只
智
広
者
を
し
て
食
な
ら
1
w
h
u
る
は
貧
者
を
し
て
宮
ま
し

3
つ
〉
わ
る
も
の
で
ゐ
る
。

h
u

る
所
以
な
お
J

之
信

b
、
税
税
の
カ
を
併
合
て
山
日
闘
を
少
数
此
後
之
総
も
英
闘
の
歳
計
は
多
々
徐
々
膨
脹
し
、
屡
々

の
手
よ
0
奪
っ
て
多
以
に
分
た
ん
乙
1

乙
乞
欲
し
て
応
る
。
財
政
難
乞
一
政
λ
る
に
至
る
可

3
で
あ
る
。
而
し
て
此
難
問

、
か
る
が
放
に
絞
徒
は
凶
家
並
に
地
方
の
綬
設
を
節
約
せ
ん
…
に
廃
し
之
が
整
理
を
計
ら
ん
ー
す
る
に
は
必
ず
白
勿
の
矢

之
と
を
収
ま
な
い
。
彼
等
、
は
反
っ
て
可
成
的
純
授
の
倫
明
加
一
な
官
殺
の
財
袋
、
代
立
て
ね
ば
な
ら
ぬ
。
斯
く
て
宮
家
の
汗

せ
ん
乙
'
と
を
阪
つ
℃
ゐ
る
、
ス
ノ
ー
ド
ン
は
別
に
つ
凶
税
に
衣
食
す
る
拠
資
然
厳
の
徒
は
愈
々
英
数
を
埼
加
す
る
に

の
増
加
は
枇
命
日
主
義
者
の
屯
も
援
肱
す
可
主
人
之
江
非
去
る
の
で
ゐ
る
。
共
闘
を
以
℃
批
食
主
義
的
革
命
hz資
行

ず
し
之
明
へ
て
法
る
。
彼
等
に
取
っ
℃
は
最
多
額
の
経
設
す
可
b
d
理
組
的
の
俊
件
を
具
備
せ
る
も
の
な

b
I乙
な
し
た

を
支
出
す
る
も
の
は
品
・
誌
の
政
府
で
あ
る
。
英
樹
多
数
の
ヵ

1
y
、
?
y
ク
ス
の
意
見
は
漸
次
、
批
命
日
・
主
義
は
英
闘
の

だ
所
の
も
の
は
主
tc
し
℃
富
裕
な
る
中
産
以
上
の
市
民
階

級
の
負
携
に
腕
す
可
h
ど
も
の
で
わ
る
。
所
得
税
、
和
総
税

及
び
地
机
の
増
徴
と
一
万
ひ
、
机
い
架
部
校
、
白
働
…
山
一
か
い
、
裕

治
枕
、
加
場
免
許
税
の
新
設
椛
徴
l
し
一
お
ふ
が
如
う
沼
然
よ
り

で
あ
る
。

唱を
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ー.、、一一-
E‘}。令、
ー、

前
月
ア
グ
ア
ド
大
事
総
長
チ
ヤ

Y

ス、

エ
ソ
オ
ヅ
ト
氏
の
辞
任
式
は
今
回
ケ
ン
プ
ソ
ヅ
グ
に
来
行

せ
ら
れ
℃
非
常
な
る
繍
況
で
あ
っ
た
が
、
五
同
が
駐
米
大
使

J
W
3白
川
由
な
る
単
品
-
或
憾
の
下
代
在
つ
て
は
み
広
一
然
俊
生
し
高
卒
兵
は
天
皇
陛
下
よ
ら
的
刊
に
氏
の
大
一
率
一
枚
背
裁
に
日
本

何
ら
れ
ぬ
も
の
で
あ
る
1
乙一
X
P
A
多
数
英
樹
民
の
自
負
自
信
留
帯
住
の
殺
め
に
遊
び
れ
た
る
功
絞
古
川
山
召
出
れ
℃
慢
小

営
破
つ
℃
行
く
、
然
も
?
y
ク
ス
の
所
誠
一
枇
合
主
義
的
ら
れ
た
る
旭
、
日
晶
子
品
川
'
9
以
て
常
一
日
の
僻
任
引
に
恥
U

革
命
は
絡
に
改
革
i
L
が
革
命
f
乙
い
ふ
名
営
輿
へ
ら
れ
、
ず
し
一
段
の
党
柴
を
一
応
へ
た
と
の
乙
・
と
で
あ
る
。

℃
山
・
波
及

ι牧
め
℃
行
く
と

JrE必
λ
。
彼
の
グ
ヤ

Y
J
一
ハ
ア
グ
ア
ド
大
附
や
は
誌
記
録
中
に
一
千
六
百
一
一
一
十
五
年

オ
レ
ー
が
つ
此
等
の
改
革
は
寅
っ
た
木
の
賓
が
長
閑
な
秋
一
円
以
来
一
総
長
の
職
に
坐
せ
る
も
の
二
十
一
ニ
予
ゲ
)
ぬ
げ

c
i
i

の
け
の
郎
け
コ
を
破
る
乙
と
な
く
し
て
地
に
落
つ
る
が
如
一
が
、
然
も
永
一
死
エ
リ
ノ
オ
ツ
ト
氏
の
如
く
立
公
民
川
の

E
i

く
に
、
老
も
凶
日
以
の
ま
wな
る
生
活
を
焔
す
乙
と
が
な
い
…
く
、
加
ふ
る
代
表
職
中
嘉
文
な
る
事
項
の
は

I
Y川一引

で
わ

λ
う
。
人
滋
は
恰
も
川
球
が
五
日
人
を
殺
せ
て

5.一
尚
々
…
も
の
は
な
い
。
ハ
ア
ゲ
ア
ド
大
m
や
が
米
凶
秋
宵
ト
ベ
上

ι
ー

ち
ゃ
大
小
企
に
無
一
昔
の
述
勤
乞
以
℃
口
升

b
行
く
が
批
く
無
意
…
雌
た
る
光
彩
を
放
つ
に
至
っ
た
の
は
、
ぬ
に
品

y
オ
ツ
川

知
識
の
聞
に
臼
ら
同
胞
的
の
正
滋
に
準
h
u

で
わ
ら
う

011
…
氏
の
総
長
時
代
に
始
ま
っ
た
も
の
で
わ
ふ
o

削
ち
一
一
一
員
に

討
っ
た
如
く
、
一
耽
合
主
義
は
部
満
代
何
等
の
守
論
な
く
英
一
し
て
議
せ
ば
、
氏
の
在
職
中
に
始
め
て
ハ
ア
グ
ア
ド
、
丸

刈

J11か
け
}
扶
殖
し
さ
忠
磁
を
賀
川
何
せ
し
め
一
?
わ
る
の
で
あ

7
1ジ
は
か
ハ
ア
グ
ア
ド
、
ユ
ニ
グ
ア
シ
チ
!
た
る
の
資
質

v
J

一
を
具
、
ふ
る
に
去
っ
た
の
で
わ
る
。

…
合
つ
℃
同
家
的
の
大
事
業
に
敏
胸
中
ど
振
っ
た
世
界
的
人

物
を
推
し
℃
大
山
学
総
長
た
ら
し
り
る
乙
I

乙
回
よ

b
可
な

b

で
ゐ
る
が
、
然
も
大
紘
一
e

薬
物
に
取
っ
℃
は
反
っ
て
敬
背
家

の
責
任
M
A
び
敬
常
事
業
の
困
難
。
ど
熟
知
し
殺
宝
内
の
事
務

に
経
験
を
有
す
る
人
物
を
拶
ザ
℃
総
長
よ
」
な
す
の
勝
れ
る

。エリ
オ
ツ
ト
総
長
と
旭
日
章

、1'e

，

一

e

心やv
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グ
プ

Y

ユ
!
、
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な
堕
ゆ
る
の
で
わ
る
o

y

、

ダ
ヨ
ジ
ア
、

グ
イ
Y

V

イ、

ジ

ヨ

教
授
に
負
ム
所
断
る
多
大
で
わ
る
。
五
回
人
は
五
け
が
白
弔
問
山
主
d
p

慈
に
氏
の
功
労
を
嘉
賞
せ
ら
れ
て
今
阿
授
動
の
御
沙
汰
わ

ら
し
乙
と
を
深
く
喜
大
も
の
で
あ
る
。
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ク
イ
ン
ジ
イ
、
ア
ダ
ム
ス
及
び
グ
エ
ム
λ

、
マ
ダ

y

y

の
如
h
d
偉
材
左
大
的
中
総
長
ー
し
し
℃
有
す
る
は
荒
し
英
大

事
の
誇

0
3と
す
る
所
で
4

の
ろ
う
が
、
彼
等
大
人
物
の
純
設

す
る
所
数
有
事
業
の
細
目
代
闘
し
て
充
分
な
る
経
駿
な
く
一

知
織
な
ら
」
ι

が
斜
め
に
往
々
に
し
て
幾
多
の
悶
難
-bt
芯
起
す
…
英
凶
下
院
は
此
同
九
十
二
に
制
す
る
二
百
四
十
二
点
の

る
の
悶
之
な
る
の
で
わ
る
。
デ
リ
オ
ツ
ト
氏
が
総
長
の
約
一
大
多
数
を
以
て
三
百
械
の
歳
設
を
支
給
す
る
の
決
議
案
ど

子
に
若
い
た
の
は
卒
業
後
、
慌
に
十
六
年
・
索
よ
λ

ソ
赫
々
た
一
可
決
し
、
政
府
は
直
ち
に
之
に
同
意
を
表
し
た
I
乙
一
訴
人
乙

る
椛
名
は
な
い
が
、
業
十
六
年
間
彼
は
一
日
も
救
出
何
事
業
一
と
で
ゐ
る
。
蓋
し
之
れ
亦
同
閥
下
院
に
下
層
一
枇
舎
の
代
表

を
限
れ
た
乙
と
な
く
、
之
に
闘
す
る
細
大
の
経
験

E
悉
く
一
者
が
次
第
に
其
勢
力
を
塙
加
し
つ
〉
あ
る
一
流
在
之
見
る

将
め
議
し
た
の
で
わ
る
。
此
経
験
乙
L
L
笈
に
後
年
の
施
設
一
乙
之
を
符
可
う
も
の
で
あ
る
。

議
策
に
封
し
℃
貢
献
す
る
所
多
大
な

b
し
も
の
で
あ
る
。
一
寸
今
や
各
議
員
を
し
℃
甘
味
下
院
内
に
於
け
る
勤
務
に
謝

古
来
A

ア
グ
ア
ド
大
卒
を
瑚
笑
し
て
ポ
ス
ト
シ
上
流
枇
命
尚
一
し
℃
報
償
を
受
理
せ
し
ひ
可
h
d
時
期
は
到
来
し
た
、
何
J

乙

の
子
，
泌
を
議
脊
す
可
b
d
高
等
感
校
で
ゐ
る
Ire-
な
す
者
が
わ
一
な
れ
ば
闘
氏
は
一
一
般
に
自
己
の
終
授
を
自
ら
支
出
し
得
る

る
が
、
問
よ
ム
リ
取
る
に
足
ら
ぬ
白
川
口
女
の
所
言
で
わ
っ
て
、
一
資
産
わ

h
地
位
わ
る
人
士
の
み
に
依
っ
て
溺
位
に
共
輿
論

現
今
同
大
事
の
生
徒
名
簿
に
名
ど
列
す
る
も
の
四
千
入
、
を
代
表
せ
し
め
得
る
乙
t
ζ

能
は
公
る
を
信
ず
る
に
去
っ
た

憶
に
米
凶
各
州
の
青
年
乞
包
絡
せ
る
の
み
な
ら
ず
、
世
界
か
ら
で
わ
る
L
l
」
絶
叫
し
た
寸
改
革
家
年
締
惜
し
の
所
言
A
1
4災

各
州
よ
ら
笈
を
負
ふ
て
来
λ

リ
準
大
も
の
亦
少
な
く
な
い
。
ら
な
が
ら
忠
ひ
お
る
の
で
わ
る
。
英
側
下
院
議
員
が
デ
グ

五
日
が
俊
徳
義
塾
の
如
ち
間
接
に
岡
大
準
設
に
エ
リ
ノ
オ
ツ
ト
イ
ド
y
y
の
所
説
正
常
の
つ
労
組
制
し
を
支
給
せ
ら
る
〉
日
の

前
H

。
英
岡
下
院
の
歳
費
案
可
決

~f. 

六
一
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到
来
す
る
の
も
極
め
て
泣
い
勝
家
で
あ
ろ
う
t
乙
忠
ム
。
乙
籾
共
に
プ
一
ア
ン
ダ
ー
の
酔
心
地
代
高
談
放
穏
な
恋
に
す
る

れ
賢
に
来
形
式
代
於
て
は
英
凶
録
法
上
の
務
慣
に
締
る
も
の
み
で
わ
る
。
斡
闘
の
施
政
が
日
一
け
よ
」
絡
厳
し
行
く
の

の
で
わ
る
が
、
資
際
上
に
於
て
は
食
氏
専
制
の
新
傾
向
に
は
正
に
信
然
の
乙
と
と
一
一
一
一
口
は
去
る
を
符
な
い
。

件

λ
も
の
で
わ
る
。
次
で
議
合
代
表
る
可

3
は
恐
ら
く
選
伊
藤
一
公
は
明
治
の
政
治
家
中
最
も
焚
す
可
う
老
爺
で
わ

感
設
な
地
方
税
よ
ら
支
給
す
る
の
案
で
あ
ろ
う
。
る
。
何
ト
一
一
路
詮
で
も
弱
々
務
々
と
し
て
山
総
会
の
如
く
去
も

「
ノ
充
b
J

札
芝
去
っ

-q長
除

忍

な

る

所

が

な

い

。

七

十

の

老

政

治

家

た

る

彼

は

未

だ

〈
来
S
E
U
L
q
y一
、

長

抑

止

を

脱

す

る

と

と

を

待

な

い

の

で

あ

る

o
E・
'
供
ら
し

北
特
に
暴
徒
蜂
起
し
て
勢
猫
械
を
極
め
つ
〉
あ
る
一
方
一
い
終
政
振

b
が
絡
に
斡
凶
に
於
け
る
其
施
設
を
し
て
腕
部

代
伊
藤
総
監
僻
任
の
風
許
は
愈
々
資
際
ー
と
な
ら
ん
よ
L

し
℃
一

i

服
飾
政
治
た
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。
彼
が
得
々
'
と
し
て
自

活
る
。
後
任
は
件
枚
一
川
統
単
と
が
、
多
分
は
乙
れ
も
淡

b
…
己
の
手
腕
の
巧
妙
を
誇
λ

り
つ
〉
わ
る
間
代
真
一
向
に
大
穴
が

な
ろ
t

所
で
あ
ろ
う
。
統
段
政
治
の
欠
敗
は
近
来
徐
々
…
批
上
…
開
い
て
ゐ
る
の
に
心
着
か
ね
の
で
あ
る
。
川
知
に
斡
凶
氏
の

に
謀
総
せ
ん
之
し
℃
ゐ
る
。
斡
民
に
到
す
る
成
信
も
・
次
第
…
如
う
反
一
級
常
な
h
c
も
の
に
割
せ
し
り
る
に
於
℃
此
倣
給
は

に
務
ら
ぎ
行
く
傾
a
d
が
ゐ
る
。
伊
膝
一
公
は
阪
に
お
去
の
人
一
問
よ
大
1
乙
な
る
の
で
ゐ
る
。

物
で
あ
る
。
党
郎
わ
る
限
史
を
荷
ふ
て
除
眠
た
る
賂
・
米
代
…
五
日
人
は
一
ぬ
の
後
任
と
し
て
ゆ
u
枝
子
が
如
何
に
此
侠
貼
を

向
つ
℃
進
み
つ
〉
わ
る
も
の
そ
わ
る
。
/
彼
を
し
て
今
日
向
一
補
ぴ
符
る
わ
を
見

A
と
す
る
も
の
で
わ
る
。

ほ
活
動
せ
じ
h
u
る
も
の
は
効

y-誇
大
れ
に
近
う
自
負
心
と

プ
フ
シ
ダ
!
の
力
と
で
あ
る
。
統
舵
府
は
小
才
子
1
乙
似
而

非
家
傑
、
と
の
ゑ
筏
で
わ
る
、
山
共
に
滑
川
間
Ife
」
斡
民

1.
の
A
A
め

に
計
る
の
誠
怠
な
く
、
常
に
誇
大
狂
の
統
砂
川
を
間
総
じ
て
、

。
勃
牙
利
の
獄
立
承
認

~ 1 

オ
ツ
ト
マ
ン
土
耳
古
滑
側
、
名
前
は
如
何
に
も
立
振
だ

が
随
分
t
乙
厄
介
な
捌
格
で
わ
る
。
岡
常
い
州
の
欧
'
雌
巴
に
踊

す
る
部
分
は
中
古
以
来
長
く
風
俗
ふ
一
一
日
活
関
情
乞
山
県
に
じ
来
プ
広

Y

U
ナ
シ
ド
大
会
は
始
ゆ
℃
王
脇
怖
を
取
る
に
豆
一
つ

っ
た
幾
多
の
人
民
を
匂
合
し
℃
印
刷
る
。
此
等
の
人
民
は
説
た
。
希
服
、
y
!
マ
ユ
ア
、
セ

Y
グ
イ
ア
、
及
び
J
J
M

ン
ア

れ
も
曾
℃
は
個
々
別
々
の
凶
民
と
し
℃
久
し
く
其
締
立
の
ネ
グ
ロ
の
閥
民
的
運
勤
の
成
功
は
敬
一
挺
せ
る
勃
牙
利
も
詑

組
織

k
保
つ
℃
居
っ
た
も
の
で
わ
、
る
。
十
五
世
組
に
於
け
に
始
め
て
名
賞
共
に
み
一
h
c
濁
立
な
得
℃
、
白
尚
の
氏
た
る

る
土
耳
古
の
椛
肢
は
恐
く
比
等
の
も
の
を
鵜
飲
マ
か
に
し
℃
を
得
た
の
で
わ
る
。

了
っ
た
。
而
じ
て
此
を
消
化
し
議
す
旧
日
脚
の
力
を
快
い
℃
然
も
勃
牙
利
が
果
し
て
今
日
の
続
芥
乞
以
て
長
く
満
足

居
っ
た
。
純
粋
の
土
耳
古
氏
族
は
比
宏
大
な
る
-MW
闘
中
限
す
可
き
も
の
な
る
や
は
航
る
疑
問
で
わ
る
。
彼
の
一
千
八

'
だ
づ
シ
ス
タ
ン
チ
ノ
!
プ
〆
附
近
の
地
方
、
y
i
メ
リ
ヤ
百
七
十
八
年
三
月
三
日
の
サ
ン
、
ス
タ
ブ
ア
ノ
純
利
保
約

に
移
住
し
た
の
み
で
々
の
る
。
凶
民
主
義
の
五
総
が
M
M
・
-
仰
と
第
六
僚
に
依
つ
℃
規
定
せ
ら
れ
た
波
大
な
る
勃
牙
利
凶
の

し

τ押
か
ふ
り
や
℃
来
た
十
九
世
組
以
降
、
殊
に
此
老
大
闘
の
建
立
は
彼
等
が
日
日
の
見
栄
℃
ぬ
歩
と
し
℃
英
記
憶
に
残

州
波
が
愈
よ
官
官
に
入
っ
た
之
見
ノ
し
と
っ
た
時
、
未
だ
成
っ
て
居
る
。
来
は
ポ
ス

y
オ
ラ

λ

海
峡
を
去
る
六
十
叩
一
な

仰
し
う
ら
ね
じ
者
共
、
が
肢
の
彼
方
此
方
に
機
ぎ
出
し
た
の
る
ミ
ヂ
ア
よ
ち
西
ア
ン
ド
リ
ノ
!
プ

Y
の
北
に
去

b
、
市

も
主
し
偶
然
で
は
な
い
の
で
わ
る
。

t

折
し
℃

2
1
グ
ア
ン
海
よ

b
ク

y-一

1
ス
に
及
び
、
ァ
y

土
ヰ
古
の
存
殴
に
巡
っ
た
基
督
敢
闘
以
内
中
最
も
長
く
悲
~
バ
ニ
ア
に
沿
ム
℃
セ
〆
グ
イ
ア
に
途
ず
る
欧
純
白
土
ヰ
古

惨
な
る
述
人
W
の
下
に
泣
い
た
も
の
は
勃
牙
利
で
わ
る
。
グ
〈
の
大
学
を
占
h
u

る
大
一
段
域
は
仮
令
一
一
明
瞬
の
間
た

b
と
も

フ
ヅ
ド
ス
ト
ー
ン
の
m
m
部
プ
Y
ガ
リ
ノ
ア
シ
、
ア
ト
ロ

l
v

鉱
山
側
の
勢
力
の
下
に
資
現
せ
ら
れ
ん
と
す
る
の
希
望
を
有

チ

1
ス
の
記
憶
は
今
も
仰
は
欧
洲
人
が
戦
.
慨
を
以
て
呼
び
し
℃
わ
た
。
伯
林
合
議
代
於
℃
切
断
せ
ら
れ
た
大
勃
牙
利

起
す
所
の
も
の
で
わ
る
。
同
凶
は
今
や
英
践
の
深
厚
な
る
の
一
一
一
片
の
一
た
る
彼
の
マ
セ
ド
ニ
ア
は
持
来
土
物
関
に
凶

援
助
を
符
℃
、
列
強
の
潟
め
に
茶
州
側
、
立
を
承
認
せ
ら
れ
、
際
問
題
を
生
ず
る
の
囚
と
な
り
は
し
ま
い
が
。
而
し
℃
再
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び
一
列
闘
の
力
を
婆
す
る
に
至

b
は
し
ま
い
か
)
利
の
段
殺
の
如
告
も
米
側
飯
事
は
英
被
害
ど
織
b
℃
陵
壊

牙
川
山
、
二
割
の
土
耳
古
人
、
残
る
一
一
一
制
の
セ
Y

グ
イ
ナ
、
せ
ら
れ
た
る
村
落
一
一
白
、
成
殺
せ
ら
れ
た
人
以
内
一
一
高

F
I

希
服
、
ワ
ヌ
チ
ヵ
、
ァ
Y

バ
ュ
ア
の
諸
氏
族
よ
ち
成
る
?
セ
乃
至
問
山
、
強
奪
せ
ら
れ
た
る
婦
人
一
部
五
千

t
m
mレ
℃

ド
ニ
ヤ
州
は
wm
来
如
何
の
運
命
を
布
す
可
出
・
」
ι

も
の
で
あ
ろ
u

居
る
が
、
英
樹
飯
事
は
被
害
村
航
空
ハ
十
八
、
応
殺
十
ら
れ

l

〉

O

と
J

、

刀

一

た

る

人

民

は

一

応

二

千

乃

至

一

応

五

千

l

乙
識
と
℃
居
る
。

。

ア

ダ

ナ

の

大

虐

殺

一

此

仰

の

在

宅

、

C
ナ
の
デ
!
;
、
メ

1
Y
泌
総
川
町
民
の
所

一
械
も
往
年
の
デ
!
"
ノ
!
、
一
二
!
ス
の
マ
ッ
ク
ガ

l
y
氏

、
白
?
と
臆
病
I
P
し
一
残
忍
・
と
絞
殺
と
の
結
H
m
憾
な
る
土
品
川
ア
…
の
通
信
の
如
く
非
常
な
る
誇
訴
を
以
℃
報
ぜ
、
人
ソ
れ
て
居
ふ

プ
ダ

Y
「
で
ミ
ツ
ド
は
厳
位
せ
ら
れ
て
サ
ロ
ユ
カ
に
絞
ら
…

ζ
1
乙t
乙
思
ふ
。

れ、尚一一一品川
V

V

ヤ
ツ
ド
、
ユ
ブ
ェ
シ
ド
将
千
王
立
自
然
の
一
然
も
英
税
皮
は
明
く
続
問
に
附
す
る
も
、
虐
殺
の
事
費

銭
円
の
に
擁
立
せ
ら
れ
℃
ム
ハ
メ
ツ
ド
主
世
と
し
て
郎
位
一
は
決
し
℃
蔽
ム
乙
ー
と
壬
得
ぬ
。
土
町
斗
古
滋
-
政
の
一
品
川
途
ト
白

し
、
士
側
窓
政
の
前
泳
に
多
少
の
党
別

k
u見
J
A
ー
す
る
に
一
年
土
耳
古
認
の
運
命
は
向
uh-
一
本
一
光
険
川
市
た
ふ
を
殆
し
山
判
。

際
し
、
又
々
ア
Y
メ
ニ
ア
入
院
殺
の
兇
一
液
体
へ
ら
れ
て
再
一
窓
政
識
は
如
何
に
此
頑
迷
同
胞
の
強
制
平
主
主
臼
叫
ん
を
お

。
ぴ
長
の
耳
目
を
鋒
勤
せ
し
め
た
の
は
誌
の
乙
之
で
あ
一
議
し
敢
化
し
行
か
ん
と
す
る
か
。

ザ心

五
制
の
勃

F ・・ 0・白色F川町...'....<.レ H
}、

， 

、. 

外
脱
出
の
所
識
に
践
れ
ば
幾
千
の
ア
Y

メ
ニ
ア
人
は
ん
一

3

な
が
ら
燐
殺
ヨ
れ
悲
皆
殺
徒
の
死
者
五
出
に
速
す
と
前
ふ

乙
之
で
わ
る
。
然
し
な
が
ら
古
来
出
殺
の
報
滋
税
誇
張
せ

ら
る
〉
も
の
は
な
い
。
彼
の
一
千
八
百
七
十
七
年
の
勃
牙

0 
商

大
E

・
E

・-a
v
t
s慮、，

F
3
‘
立
中
と

H
H
'
日

自
分
の
手
で
掛
い
た
棋
の
牧
穫
を
他
人
の
手
代
奪
は
れ

た
校
、
馬
鹿
々
々
し
い
も
の
は
め
る
ま
い
。
商
業
大
事
の

議
が
漸
く
熟
し
℃
訟
に
英
設
立
な
見
か
に
亘
っ
た
。
商
業

号

， B' ・、
ト..，

、. 

大
事
の
純
佐
橋
た
も
の
は
高
等
商
業
感
校
で
わ
る
o
，
而
し
℃
向
ほ
紙
、
b
、
ず
)
廷
に
仙
の
泊
常
な
る
も
の
む
包
排
し
℃
大

℃
乙
れ
を
牧
め
待
た
も
の
は
帝
同
大
事
で
わ
る
。
高
等
市
率
ど
し
て
此
土
偶
製
法
の
業
を
憐
扶
し
之
を
貸
業
界
に
も

業
の
思
生
が
激
憤
し
℃
其
解
散
位
決
議
し
た
の
も
無
理
の
供
給
せ
し
め
ん
と
寸
る
は
誠
に
沙
汰
の
限
λ
y

で
わ
る
。
天

な
い
と
JH
で

わ

る

。

地

問

に

火

の

有

ら

ん

限

ι
リ
水
の
入
用
な
る
が
如
く
、
凶
家

従
来
純
情
感
の
研
究
に
於
℃
は
高
等
商
業
山
中
校
は
少
く
一
一
枇
曾
の
利
盆
如
何
を
慮
ら
ず
し
℃
、
只
体
制
自
己
の
便
宜
に

と
も
常
同
大
事
の
経
済
科
よ
タ
は
俊
つ
℃

M
っ
た
。
商
科
…
従
つ
℃
事
を
断
ぜ
P
A
と
す
る
政
府
常
局
者
ゐ
る
以
上
は
必

大
事
な
る
も
の
乞
設
立
す
る
の
必
要
ゐ

b
や
否
や
は
頗
る
一
、
ず
抵
抗
の
精
一
仰
を
ふ
何
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ね
。
吾
人
は
多
年

疑
問
で
わ
る
が
、
然
も
若
し
乙
れ
ど
設
立
す
可
し
Ir.
し
た
一
官
界
の
管
判
一
を
受
け
℃
似
仰
す
ん
白
白
の
紛
糾
蹴
絡
し
た
も
の

な
ら
ば
商
業
数
育
代
制
到
し
多
年
の
限
史
配
布
す
る
高
等
商
一
と
考
へ
℃
足
っ
た
高
等
商
業
K
此
抵
抗
の
念
の
窓
外
に
猟

業
率
校
の
謀
川
村
を
滋
め
℃
之
代
充
つ
可
告
も
の
な
λ

リ
之
は
一
大
で
わ
る
を
見
℃
窃
に
窓
口
ん
山
も
の
で
あ
る
。

何
人
も
疑
は
な
か
っ
た
所
で
わ
る
し
常
同
大
事
は
造
ら
れ
一
文
部
省
の
俗
皮
は
何
時
ま
で
率
制
統
一
の
浅
誌
な
北

p
t

た
的
学
校
で
わ
る
。
高
等
商
業
問
中
校
は
生
れ
た
的
学
校
で
ゐ
る
。
一
見
℃
ゐ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
彼
等
は
附
家
有
用
の
青
年
佐

治
ら
れ
た
泉
校
で
製
造
せ
ら
れ
た
人
物
は
士
川
別
で
あ
る
。
一
怒
く
帝
凶
大
卒
の
網
代
諭
へ
℃
、
之
に
機
械
的
の
数
百
を

帝
凶
大
事
の
卒
業
生
が
勃
れ
も
官
際
批
命
H
K
活
用
す
可
ら
一
施
し
、
四
角
の
帽
子
九
b
d
限
鋭
、
顔
は
背
く
、
版
は
亦
く
、

公
る
土
例
な
り
し
に
反
し
℃
、
高
等
商
業
率
校
は
多
年
官
一
誠
色
の
央
を
吐
い
て
、
経
々
試
験
の
絡
め
に
ノ
ー
ト
デ
}
総

紘一

L
し
℃
凶
庫
の
支
給
を
受
付
℃
居
っ
た
制
A
W
に
は
多
数
返
し
、
一
部
一
分
乞
守
ム
℃
事
級
の
上
位
乞
占
h
u
る
に
の

の
有
用
の
材
乞
枇
合
に
供
給
す
る
乙
1

仁
左
得
た
の
は
み
一
く
み
焦
慮
せ
し
h
u
る
の
で
わ
る
。
斯
く
℃
彼
等
は
断
次
本
残

業
私
胤
?
と
し
℃
の
創
立
に
負
ふ
も
の
で
わ
る
。
然
る
に
五
日
の
入
附
ぞ
失
っ
て
機
協
と
化
じ
℃
行
く
G

質
際
枇
曾
は
此

が
文
部
省
が
大
早
出
身
の
土
仰
を
無
数
に
官
界
に
供
給
し
気
位
の
高
い
無
用
の
機
械
に
謝
し
て
次
第
に
延
期
治
を
誠

喝をf'~ii

4・
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恥
レ
℃
行
く
。
大
事
卒
業
生
は
総
℃
卒
業
殺
害
を
抱
主
、
恩

賜
の
時
計
を
懐
中
に
カ
チ
ツ
か
せ
な
が
ら
路
傍
に
飢
ゆ
る

の
時
期
が
到
来
す
る
で
あ
ろ
う
。

っ
て
政
治
思
想
の
精
義
b
L
鼓
吹
す
可
ち
で
あ
る
。

ーJ
資
協
定
義
七
九
三
賞
品

/{¥、、
F
d，
干
ト
ム
A
A
A
q
I
Z
v
H
F

↑一

ftLPwwnt--

ー、4
e

・

，
 

E司

、
也
4

砂
糖
民
税
法
と
い
ぴ
、
官
持
法
と
い
び
錦
、
た
叉
熔
場
訟
…

と
い
び
之
に
坐
し
て
拘
引
せ
ら
る
代
議
士
数
名
を
出
す
に
一

至
っ
た
の
は
、
今
一
史
な
が
ら
吾
、
が
代
議
士
諸
氏
の
無
節
傑
…

な
る
に
終
わ
な
る
主
待
ぬ
。
然

b
m
mく
の
如
く
浪
峨
代
議
一

士
を
頗
出
す
る
は
側
々
、
以
て
五
口
が
同
氏
一
般
が
政
治
に
封
一

じ
て
冷
淡
で
あ
っ
て
査
も
其
趣
味
を
解
じ
て
底
ら
ん
と
と
u

を
殺
す
る
も
の
で
ゐ
る
。
一
般
法
務
人
は
殆
ど
自
己
の
選

出
す
る
代
議
士
英
人
の
人
物
性
行
を
知
ら
、
ず
、
総
だ
一
時

の
ぬ
就
に
勤
わ
w
d
れ
甚
し
ち
は
数
片
の
資
自
に
心
効
b
d
℃

無
意
義
な
る
投
票
乞
な
す
の
で
わ
る
。
窓
政
の
美
栄
は
盟

賞
な
る
政
治
川
ω
怨
を
布
ず
る
凶
氏
を
有
せ
wo
る
所
に
質
る

一
内
お
も
の
で
な
い
。
腐
敗
し
た
逃
場
氏
の
選
出
し
た
代
議

士
い
礼
的
簡
を
期
待
す
る
と
と
は
到
底
不
可
能
で
わ
る
。
人

は
代
議
士
の
無
節
操
4

ど
攻
h
u

る
前
に
筑
く
先
づ
凶
民
代
向

、i

…

側

関

偽
閥
現
行
の
間
関
税
法
は
千
八
百
九
十
二
年
の
制
定
に
係
λ
y

之
を
合
衆
闘
の
、
列
引
刈
グ
レ

1
法
に
比
す
る
之
う
は
其
古

b
rと
五
年
、
制
定
以
来
年

-K閲
す
る
乏
授
に
十
布
七
年
の

久
し
き
に
及
び
、
関
税
桧
の
生
命
I
C
し
℃
は
決
し
℃
短
命

な
ら
え
一
式
ム
可
か
ら
ず
。
放
に
池
去
十
年
間
之
が
改
正
ル
弘

、

.

i

一
要
求
す
る
の
務
は
日
比
盆
々
的
し
く
、
今
日
比
於
て
は
最

l

J

L

3

守

t

h
ド

(

1

1々
一
I

二
円
十
一
刻
も
其
改
革
hz
践
践
す
可
か
ら
ぴ
る
に
澄
れ
ら
。

通
商
航
海
依
約
改
訂
の
機
は
今
や
眼
前
に
迫
台
、
常
闘
が
一
千
八
百
九
十
二
年
制
定
の
偽
闘
関
税
法
は
主
t
乙
し
℃
農
民

抹
舟
す
可
b
d
関
税
政
策
の
根
本
主
義
に
関
す
る
研
究
は
選
一
階
級
の
利
益
を
保
護
す
る
の
目
的
を
以
て
制
定
せ
ら
れ
た

く
可
か
ら
去
る
緊
急
の
問
題
と
な
れ
ん
ら
。
常
凶
政
府
は
此
…
る
も
の
に
し
て
、
働
問
農
業
枇
曾
今
日
の
降
山
慨
は
賀
、
代
此

必
要
に
憾
ぜ
え
が
潟
一
め
設
さ
に
一
の
有
力
な
る
委
員
命
日
を
一
保
護
制
皮
の
結
果
な
り
と
稿
せ
ら
る
。
近
年
代
至
る
迄
偽

組
織
せ
る
が
民
間
の
感
者
又
は
賞
際
家
に
じ
℃
此
問
題
に
一
闘
の
製
法
業
者
は
唯
所
設
・
平
々
凡
々
自
然
の
命
に
縦
れ
従

闘
し
℃
其
所
見
を
閲
隙
せ
る
も
の
も
亦
少
な
か
ら
ず
。
此
工
、
が
如
き
状
態
に
あ
ら
し
が
、
今
や
彼
等
は
保
護
の
叫
尚
一
ハ

時
に
佐
川
よ
り
現
時
欧
洲
諮
悩
が
採
用
せ
る
関
税
政
策
の
主
義
一
に
泌
す
る
の
正
常
な
る
そ
伝
と
て
之
主
主
張
す
る
に
去

如
何
を
観
察
す
る
は
決
し
て
無
用
の
業
に
非

3
4
0
可
し
1
乙
…
れ

b
。
之
れ
関
統
治
の
改
革
を
要
求
す
る
の
諜
が
土
・
ふ
と
じ

信
ず
る
が
放
に
予
は
米
側
評
論
の
論
誌
が
報
ず
る
所
に
よ
…
て
製
造
業
者
よ
ム
ツ
出
つ
る
所
以
に
し
℃
、
悲
し
現
時
開
命
H

A

リ
左
に
英
姿
倣
を
紹
介
せ
F

九

心

中

に

あ

る

偽

図

々

曾

に

し

て

関

税

に

附

附

す

る

立

法

上

の

改

設
で
を
行
た
び
ι
リ
と
せ
ば
之
れ
一
に
康
業
枇
曾
の
利
議
が
勝

を
制
し
た
る
の
結
果
な
t

り
と
断
定
す
る
も
決
し
℃
州
政
援
に

非
W
0
・
る
可
し
。

謀長

言葉

z
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l& 
包

欧
洲
関
税
政
策
の
現
状
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